












要約:文献的研究では SIDS がうつ伏せ寝と深い関連があることが指摘され、うつ伏せ寝を

やめるキャンペーンにより本症が激減したという報告が相次いでいる。病因病態では神経

系の maturation delay による arousal responce の低下が基本病態であろうとの報告が多

くみられた。予防では母親の添い寝などの arousal reponce を刺激する育児環境が有効で

はないかとする報告がみられた。 

疫学的研究は昨年度に引続き、愛知県では死亡小票により、神奈川県では医療機関に対す

るアンケートにより行われた。広義の SIDS の出生 1000 に対する発症頻度は愛知県では

0.77(1989 年)であり、神奈川県では 0.31(1991年)であった。2年間にわたる疫学調査の結

果、本症が小児医療において非常に重要な疾患であることが再認識された。 


